
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第 11回脱炭素チャレンジカップ 2021」ファイナリストとして出場決定 
近年の気象の激変や大規模な自然災害の発生は、地球温暖化による気候変動によ

るものです。本市では、地球環境への貢献につなぐエネルギーの地産地消のまちづ

くりを目指しており、水素エネルギーの有用性を実証してきました。 

その取組が、脱炭素チャレンジカップ 2021の企業・自治体部門のファイナリスト

に選ばれ、環境大臣賞、文部科学大臣賞などを決めるプレゼンテーションに参加し

ますのでお知らせいたします。 

                

記 

１.開 催 日 令和 3年 2月 9日(火) 午前 10時～ 

       ※本市の発表は全体で 17番目、企業・自治体部門では 3番目。 

２.開催方法 オンライン開催で申し込みにより視聴できます 

（最終審査の詳細は、別紙チラシをご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

富谷市記者会見資料① 

令和 2年 12月 23日 

企画部企画政策課 

担 当：菅原 

連絡先：022-358-0517 

「住みたくなるまち日本一」を目指して  

 
 

脱炭素チャレンジカップ  気候変動対策をより加速するために次世代に向けた脱炭素

型社会の構築を目指す大会です。企業や自治体、学校、NPOなどが、日々取り組んでいる

脱炭素社会の構築につながる活動を発表することにより、取組のノウハウや情報を発信

し、さらなる連携や意欲を創出することで、豊かな脱炭素社会の未来を創造する場所とな

ることを目指しています。本市が出場する「企業・自治体部門」のほか、「市民部門」、「学

生部門」、「ジュニア・キッズ部門」が設けられています。実行委員会委員長は、株式会社

三菱総合研究所の理事長である小宮山宏氏です。 


